
 佐野市の
 
   義務教育学校の整備について

令和５年１０月



佐野市の学校教育の現状
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少子化に伴う学校の小規模化
本市における児童・生徒数は年々減少し、過去３０年間で約半減。
児童・生徒数の減少傾向は今後も続くと予想されている。
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※令和12年（2030年）以降は、「佐野市人口ビジョン」の人口将来展望年少人口割合率より算出（単位：人）

推移予測



小中学校別 児童・生徒数推移予測

※令和５年（2023年）は、令和５年５月１日現在の児童生徒数
 令和12年（2030年）以降は、「佐野市人口ビジョン」の
 人口将来展望年少人口割合率より算出        

学校名 令和５年
2023年

令和12年
2030年

令和22年
2040年

令和32年
2050年

令和42年
2060年

佐野小学校 246 209 188 162 137

天明小学校 439 301 270 233 197

植野小学校 711 797 716 619 523

界小学校 384 336 301 260 220

犬伏小学校 501 494 444 383 324

犬伏東小学校 201 163 147 127 107

城北小学校 767 758 681 588 497

旗川小学校 158 130 116 100 85

吾妻小学校 69 55 49 42 36

赤見小学校 135 101 90 78 66

石塚小学校 116 102 91 79 67

出流原小学校 62 42 37 32 27

田沼小学校 270 231 207 179 151

吉水小学校 272 261 234 202 171

栃本小学校 56 55 49 42 36

多田小学校 39 40 36 31 26

あそ野学園（前） 546 455 390 337 285

葛生（前） 189 140 126 108 92

児童数 5,161 4,670 4,172 3,602 3,047

学校名 令和５年
2023年

令和12年
2030年

令和22年
2040年

令和32年
2050年

令和42年
2060年

城東中学校 343 170 153 132 111

西中学校 325 382 343 297 251

南中学校 492 471 423 366 309

北中学校 599 721 648 560 473

赤見中学校 186 179 161 139 118

田沼東中学校 341 325 292 252 213

あそ野学園（後） 259 280 252 217 184

葛生（後） 110 99 89 77 65

生徒数 2,655 2,627 2,361 2,040 1,724
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佐野市の学校教育の現状

今後、多くの小中学校の小規模化が見込まれる。

（単位：人）



小中学校の校舎の多くが、築４０～５０年経過しており、
安全で安心な教育環境を維持していくためには、大規模な施設改修が必要となっている。

※令和元年（2019年）調査時点。施設部位別にA～Dの４段階評価、総合評価として健全度を100点満点で評価
出典：佐野市教育委員会「佐野市小中学校等個別施設計画」（令和２年３月）
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佐野小学校（校舎） 49 C C C C C 40  出流原小学校（校舎） 40 C D C C C 31

天明小学校（校舎） 50 D C C C C 37  田沼小学校（校舎） 44 C C C C C 40

植野小学校（校舎） 47 D C C C C 37  吉水小学校（校舎） 41 C C C C C 40

界小学校（校舎） 44 C C C C C 40  栃本小学校（校舎） 35 D C D B B 35

犬伏小学校（校舎） 46 C C C C C 40  多田小学校（校舎） 37 C C C B B 49

犬伏東小学校（校舎） 39 C C C C C 40  城東中学校（校舎） 40 C C C C C 40

城北小学校（校舎） 35 C C B B B 62  西中学校（校舎） 40 C D C C C 31

旗川小学校（校舎） 47 C D C C C 31  南中学校（校舎） 39 C C C C C 40

吾妻小学校（校舎） 38 C C C B C 45  北中学校（校舎） 44 C D C C C 31

赤見小学校（校舎） 42 C C C C C 40  赤見中学校（校舎） 34 C C C B B 49

石塚小学校（校舎） 42 D C C C C 37  田沼東中学校（校舎） 40 C C B B B 62

評価基準 A 良好 B 劣化(部分的) C 劣化(広範囲) D 要対応

学校施設の老朽化

佐野市の教育環境の現状
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今後の維持・更新コスト
 建築後約５０年を目途に改
築を行う方法（従来型）を継
続した場合、今後３０年間で
の維持・更新コスト総額は約
９０５億円（３０.２億円／
年平均）と試算される。
 過去５年間の施設関連経費
（３.５億円／年）の８.６倍
となる。
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佐野市の教育環境の現状

出典：佐野市教育委員会「佐野市小中学校等個別施設計画」（令和２年３月）

（参考）

令和５年度佐野市一般会計

当初予算　５２４億７千万円

←          →
この10年間の平均コスト

４２.４億円／年

←          →
この10年間の平均コスト

３４.６億円／年

←          →
この10年間の平均コスト

１３.４億円／年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

過去の施設関連経費

３.５億円／年

３０年間でかかる
維持・更新コストの総額

９０５億円

３０年間の平均コスト

３０.２億円／年

８.６倍



義務教育学校整備の目的

佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画（後期計画）

市内の小中学校を将来的に施設一体型義務教育学校とし、より一層の小中一貫教育を推進する。
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複式学級の
解消

適正配置基準
に基づいた
通学区域の

設定

施設老朽化の
対策

義務教育学校の
整備

小中学校の規模と配置を
一体のものとして検討し、
課題の解決を図る。



今後の義務教育学校の設置予定

城東中学校区の義務教育学校

佐野西中学校区の義務教育学校

南中学校区の義務教育学校

北中学校区（犬伏地区）の義務教育学校

北中学校区（堀米地区）の義務教育学校

赤見中学校区の義務教育学校

田沼東中学校区の義務教育学校

佐野小 天明小
（一部）

城北小
（一部）

城東中

天明小
（一部）

植野小
（一部）

旗川小西 中 吾妻小

南 中
植野小
（一部）

界 小

北 中
（一部）

犬伏小 犬伏東小

城北小（一部）北 中 （一部）

赤見小 石塚小 出流原小赤見中

田沼小 吉水小 栃本小田沼東中 多田小
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対象小中学校と将来の義務教育学校
今後の義務教育学校の設置予定は次のとおりである。
整備の順序は、社会情勢、地域の実情、財政状況などを勘案して、計画を策定する。


